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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

3/26現在 

父島 

98.8/100 

母島  

90.6/100 

２月気象状況    （父島） 

最高気温   25.1℃ 

最低気温   12.1℃ 

平均気温   19.1℃ 

平均湿度   69％ 

月降水量   30.0mm 

住民基本台帳登録者数（3/1）                      

             2,450人 

             父島      母島               

  人口      1,995人   455人 

  世帯      1,072    234 

短期滞在者     32人     15人 

ＮＯ．５５０ 

平成 21 年(2009) 

４/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

子育て応援特別手当 
 

 子育て応援特別手当は、景気後退下における多子世帯の幼児教育期の負担に配慮する観点から、平成２１年度限りの措置として、

第２子以降の子で、かつ、小学校就学前３年間にあたる児童１人あたり３６，０００円を支給する制度です。 
 

支給対象児童および支給額                                   
  

支給対象となるのは、次の３つの要件すべてを満たす児童です。 
 

（１）平成２１年２月１日時点で小笠原村の住民基本台帳（外国人登録原票を含む）に登録されている児童 

（２）第２子以降の児童（平成２年４月２日以降に生まれた子のうちで、２番目以降の児童） 

（３）平成１４年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた児童 
 

上記の３要件をすべて満たす児童１人当たりに ３６，０００円 を支給します。 
 

※２月１日時点で他の市区町村に住民（外国人）登録されている方は、登録市区町村での申請になります。 

２月１日以前に他の市区町村から転出していたが小笠原村に転入手続きをしていない方で、支給対象児童が同一世帯内に 

いる場合は、村役場村民課福祉係までご連絡ください。 
 

申請方法                                   
 

 手当を受けとるためには、申請手続きが必要です。申請方法は次のとおりです。 
 

（１）申請書類がご自宅に届きます 
 

   ４月中旬より、支給対象児童のいる世帯の世帯主あてに申請書類を郵送します。郵送する申請書類は、①申請書、②申請書

記入例、③申請用封筒 の３種類です。 

   なお、４月中に申請書類が届かない場合、申請書類に不足がある場合、または記載内容に誤りがある場合は、村役場村民課

福祉係までご連絡ください。 
 

（２）申請する 
 

   申請方法には、「郵送申請」と「窓口申請」の２つの方法があります。 いずれの方法でも振込先口座の通帳のコピーの添付

が必要です。また、窓口申請では、本人確認書類の提示が必要ですので、運転免許証、住基カード、パスポート、外国人登録

証明書などの身分証をお持ちください。 
 

（３）受け取る 
 

   子育て応援特別手当の支給は、原則として口座振込となります。窓口での現金支給につきましては、手当の支給が口座振替

により難いと村が認める場合に限りますので、窓口支給を希望する方は、村民課福祉係までご相談ください。 
 

 ●問合せ先 村民課福祉係 ２－３９３９  
 

定額給付金の申請には通帳のコピーが必要です 
 

３月２３日より定額給付金の申請を受け付けています。なお、定額給付金の申請には、「振込先口座の通帳の写し（コピー）」 
および「本人確認書類（身分証明書）の提示または写し（コピー）の添付」が必要です。 
本人確認書類については、“郵送申請の場合で、かつ、振込先口座が世帯主名義の場合”に限り、添付しないことできます。 

 振込先口座の通帳の写し（コピー）は、必ず必要ですので、忘れずに添付してください。 
 定額給付金について、ご不明な点などありましたら、お気軽にお問い合わせください。 
 

●問合せ先 総務課総務係  ２―３１１１ 
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平成２１年度小笠原村の予算 
 

本年度予算につきましては、第３次小笠原村総合計画（後期５か年計画） 

における基本構想・基本計画に基づき、予算編成を行いました。 
【重点項目】 

① 航空路開設に向けたＰＩの推進 

② 観光客増加を目指した集客対策事業の取り組み及びエコツーリズム 

を機軸とした観光産業の振興 

③ 自然環境の保全と活用並びに世界遺産登録に向けた施策の展開 

④ 複合施設、上下水、交通環境等の生活基盤施設の整備 

⑤保健、福祉、医療、教育の充実 
 

 主な事業として、村政確立30周年事業、地上波デジタル放送対応宅 

内工事、観光振興策としての集客対策事業、金融支援対策事業、世界自 

然遺産登録に向けた啓発や外来種対策、複合施設の第 2期建設工事、母 
島介護サービス拠点の用地購入などを予算に計上しています。 

 一般会計予算は、総額46億 9,378万２千円で前年度当初予算と比較 

すると、8億4,480万１千円、21.9%の増加となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 

【会計別予算計上額】 

  金額（千円） 構成比（％） 

一般会計 4,693,782 81.3 

国民健康保険特別会計 249,467 4.3 

簡易水道事業特別会計 298,781 5.2 

老人保健特別会計 3,823 0.1 

宅地造成事業特別会計 107,576 1.9 

介護保険(保険事業勘定)特別会計 70,190 1.2 

介護保険(介護ｻｰﾋﾞｽ 事業勘定 )特別会計 115,293 2.0 

下水道事業特別会計 181,188 3.1 

浄化槽事業特別会計 23,402 0.4 

後期高齢者医療特別会計 29,765 0.5 

計 5,773,267 100.0 

 

平成２１年度一般会計歳入予算 

村税 

419,267 千円 

（8.9％） 

地方贈与税等 

63,019 千円 

（1.4％） 

国有提供施設等 

所在市町村交付金 

155,691 千円 

（3.3％） 

地方交付税 

1,205,373千円 

（25.7％） 

分担金及負担金 

26,223 千円 

（0.6％） 

使用料及手数料 

200,714 千円 

（4.3％） 

国庫支出金 

752,665 千円 

（16.0％） 

都支出金 

963,881 千円 

（20.5％） 

財産収入 

29,088 千円 

（0.6.％） 

繰入金 

249,336 千円 

（5.3％） 

村債 

571,600 千円 

（12.2％） 

その他 

56,925 千円 （1.2％） 

総務費 

1,287,667 千円 

（27.4％） 

議会費 

65,803 千円 

（1.4％） 

その他 

11,771 千円 

（0.3％） 

民生費 

734,275 千円 

（15.6％） 
衛生費 

1,711,506 千円 

（36.5％） 

農林水産業費 

57,222 千円 

（1.4％） 

商工費 

176,521 千円 

（3.8％） 

土木費 

82,873 千円 

（1.8％） 

教育費 

182,738 千円 

（3.9％） 

公債費 

372,023 千円 

（7.9％） 

消防費 

11,383 千円 

（0.2％） 

歳 出 

４,６９３,７８２千円 

歳 入 
４,６９３,７８２千円 

平成２１年度一般会計歳出予算 

【歳入の主な増減（前年度比】 
●村税（0.3％減） 

 前年度より 1,460 千円の減額となりました。法人税、国有資産等所在市町村交

付金、村たばこ税が減少しました。 

●地方交付税（15.6％増） 

 すべての市町村が一定水準の行政サービスを行えるように国が交付するもの

です。前年度より162,979 千円の増額となっています。 

●使用料及手数料（5.5％増） 

 インターネット接続サービス加入世帯の増加より、情報センター使用料が

11,544 千円の増額となっています。 

●国庫支出金（45.1%増） 

 複合施設整備費および遊歩道整備の事業費増により、前年度より 234,065 千

円の増額となっています。 

●都支出金（16.6%増） 

 市町村総合交付金の増額、衆議院議員選挙及び都議会議員選挙の実施、複

合施設および遊歩道整備の事業費の増加により137,576千円の増額となってい

ます。 

●繰入金（6.0%増） 

 基金の取り崩しや特別会計からの収入で財政調整基金から 129,984 千円、産

業振興基金から 15,000 千円、宅地造成事業特別会計から 104,348 千円を繰り

入れます。 

●村債（103.3%増） 

 村が施設建設や大規模事業を行うために借入れる資金で、複合施設建設の

事業費の増加により民生債および衛生債が 112,900 千円の増額となっていま

す。また、地上波デジタル放送対応のため東京都振興基金を 152,300 千円借り
入れる予定です。 

【歳入の主な増減（前年度比）】 
●総務費（28.3%の増） 

 主に行政運営に必要な経費です。今年度は地上波デジタル放送対応工事、

衆議院・都議会の各選挙の実施により、274,377 千円の増額となっています。 

●民生費（24.0%の増） 

 障害者、高齢者、児童福祉等のための経費で、複合施設整備費（福祉施設）

の増加、母島村民会館改修、父島保育園改修、母島介護サービス拠点の用地

購入等により、141,940 千円の増額となっています。 

●衛生費（38.1%の増） 

 保健衛生や環境対策、ごみ処理等のための経費で、複合施設整備費（医療施

設）の事業費の増加、看護師の増員、健康診断経費の増加、父島クリーンセン

ターの改修により、472,137 千円の増額となっています。 

●商工費（0.7%の増） 

 商工業、観光事業のための経費で、観光宣伝事業が減額となっているもの

の、遊歩道整備の事業費増加により、1,209 千円の増額となっています。 

●土木費（45.7%の減） 

 道路建設や公園整備、まちづくりのための経費で、街灯整備、道路整備の事

業費の減額により、69,817 千円の減額となっています。 

●消防費（24.1%の増） 

 主に消防団に要する経費で、設立 40 周年にあたり消防団員の作業服の更新

を行うため、2,208 千円の増額となっています。 

●教育費（0.8%の減） 

 教育の充実やスポーツ・文化の振興のための経費で、体育施設改修の事業

費減により、前年度より 1,505 千円の減額となっています。今年度から教育委員

会へ指導主事が配置されるため必要経費を計上しています。 
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第３次小笠原村総合計画 平成２１年度予算反映状況 
 

小笠原村では、総合的・計画的な行政の運営を図るために、第３次総合計画を策定し、これに則して事務の処理を行っていま

す。この総合計画は、地方自治法第２条第４項に規定されている「基本構想」と、基本構想実現のための具体的な事業計画を定

めている「基本計画」からなっています。今回、平成２１年度から始まる 基本計画 後期５ヵ年計画を策定しました。 

その施策ごとの平成２１年度予算への反映状況は下表のとおりです。 
 

章 節 予算額（千円） 主要事業項目 

第１章 人と自然が共生する村 

 

１ 計画的な土地利用 ３，２５０ 計画的な土地利用の検討、公共用地先行取得 ほか 

２ 自然環境の保全と活用 １２，０２１ 外来種啓発事業、世界自然遺産啓蒙 ほか 

小 計 １５，２７１  

第２章 快適に暮らせる村 

 

１ 航空路の早期開設 １６，２７５ 早期開設の推進 

２ 交通環境の整備 ４１，８７７ 村営バス運行、村道災害防除 ほか 

３ 情報通信体制の整備 ２３２，２０６ 地デジ対応宅内工事、テレビ運営費負担金 ほか 

４ 良好な住環境の整備 － 検討、要望 

５ 上・下水道の整備 １８３，６８４ 扇浦浄水場移設基本設計、配水池更新、浄化槽設置 ほか 

６ 循環型社会の構築 ２３７，３９５ ごみ処理、リサイクル経費、施設改修 ほか 

７ 生活環境の向上 ２０，２１１ シロアリ対策、野ネコ対策、美化運動支援 ほか 

小  計 ７３１，６４８  

第３章 活力ある産業で自立発展する村 

 

１ 活力ある農業の振興 １０，２３１ 有害鳥獣駆除、運賃補助、農産物販売促進事業 ほか 

２ 安定した水産業の展開 １６，９６５ シマアジ稚魚放流、運賃補助、水産物販売促進事業 ほか 

３ 魅力ある観光拠点の整備 ６５１ 研究機関補助 ほか 

４ 観光客受入体制とＰＲ活動の強化 ６１，８８０ 金融支援、観光宣伝事業、集客対策事業 ほか 

５ 小笠原ブランドの確立 ７，２３８ 観光宣伝事業 ほか 

６ 親しまれる商業地の整備 － 検討 

７ 産業間の連携 ３０６ 産業祭開催 ほか 

小  計 ９７，２７１  

第４章 すべての人が安心して暮らせる村 

 

１ 保健・医療・介護の充実 １，４９０，９９６ 健康診断、診療所運営、診療所建替（複合施設）ほか 

２ 福祉の充実 ６２，４９３ 社会福祉協議会運営費補助、保育園改修、備品購入 ほか 

３ 衛生施設の整備 － 検討 

４ 消防防災体制の充実 ４８，９７１ 防災備蓄倉庫改修、消防ポンプ車更新、消火栓整備 ほか 

小  計 １，６０２，４６０  

第５章 豊かな心でゆとりを持って暮らせる村 

 

１ 学校教育の充実 ５９，１２１ 校舎改修、英会話教育実施 ほか 

２ 生涯学習の環境整備 ３２５ 施設管理、学習機会創出 ほか 

３ 小笠原文化の振興 ４，２１９ 文化団体支援、小花作助文庫整理、資料収集 ほか 

４ 村民総スポーツの推進 ５，１１８ スポーツ団体支援、体育施設管理 ほか 

５ 国際化への対応 ― 国際交流の促進 ほか 

６ 硫黄島への対応 ５７，６２１ 硫黄島訪島事業の実施、遺骨収集事業の促進 

小  計 １２６，４０４   

第６章 国民のオアシスを提供する村 

 

１ エコツアーの実施 ３６，２０３ エコツーリズム協議会運営、フィールド整備 ほか 

２ 小笠原らしい景観形成 ３，２８８ 街並み景観づくり推進 ほか 

小 計 ３９，４９１  

第７章 計画実現のために 

 

 

 

 

 

１ 村民参加システムの確立 ２，１１８ 村民だより発行、村政要覧更新 ほか 

２ 効率的な行財政運営の確立 ３７，１３１ 総合行政・文書管理システム運用 ほか 

３ 職員の資質向上 １，８０７ 研修参加負担金 ほか 

４ 関係機関への要請 － 要請 

小  計 ４１，０５６  

総   計 ２，６５３，６０１   
 

（注）本表は第３次小笠原村総合計画の項目ごとの事業経費であり、経常的な経費は含んでいないため、平成２１年度予算総額とは一致しません。 
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ま
で
の
10
年
間
で
、
村
の
将
来
像
を
明

確
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
基
本
的
方
向

を
示
す
も
の
で
す
。 

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
施
策
を
示
し
た
も
の
で
、
計
画
期
間
は
前
期
と

後
期
の
５
年
間
に
分
か
れ
て
お
り
、
こ
の
度
、
平
成

21
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
後
期
５
ヵ
年
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
基
本
計
画
（後
期
５
ヵ
年
計
画
）は
、
村
役
場 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
総
務
課
企
画
政
策
室
・
母
島
支

所
庶
務
係
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
後
日
、
概
要

版
を
各
戸
へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

東
京
都
の
住
宅
用
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー 

利
用
機
器
導
入
促
進
事
業
補
助
金
制
度 

  

東
京
都
で
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
飛
躍
的

な
拡
大
を
目
指
し
、
都
内
の
住
宅
に
住
宅
用
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
機
器
を
設
置
す
る
方
に
対
し
て
、
補

助
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。 

 

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
設
置
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

【
申
請
受
付
期
間
】 

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日 

【
対
象
者
】
住
宅
に
対
象
機
器
を
新
設
さ
れ
た
方 

【
補
助
額
】
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
発
電
能
力
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
10
万
円 

 

※
太
陽
熱
シ
ス
テ
ム
へ
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。 

【
申
請
窓
口
】 

 
 

東
京
都
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
愛
称 

ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
東
京
） 

 
 
 

電
話 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
４
７
２ 

 
 

 
 http://w

w
w

.tokyo
-co

2d
ow

n.jp
/ 

  

対
象
シ
ス
テ
ム
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
東
京
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
申
請
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

本
事
業
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
総
務
課
企
画
政
策
室

お
よ
び
母
島
支
所
庶
務
係
に
備
え
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 
国
民
年
金
に
つ
い
て 

 

◎
平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料 

 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
対

応
し
、
制
度
の
安
定
を
図
る
た
め
、
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
間
、
年
度
ご
と
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
２
５
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
１
万
４
６
６
０
円
と

な
り
ま
す
。 

な
お
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
、

受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保

険
料
は
、
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 ◎

平
成
21
年
度
の
年
金
額 

 

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
年
金
額
は
、
実
質

的
な
価
値
が
変
わ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
物
価
の
変
動

に
応
じ
て
自
動
的
に
額
を
改
定
す
る
「
物
価
ス
ラ
イ

ド
」
の
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前

年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
率
を
基
に

し
て
年
金
額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。 

 

平
成
21
年
度
の
年
金
額
は
、
改
定
さ
れ
た
本
来
の

年
金
額
よ
り
も
、
現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
物
価
ス
ラ

イ
ド
特
例
水
準
の
年
金
額
の
ほ
う
が
高
い
た
め
、
20

年
度
と
同
額
に
な
り
ま
す
。 

【
老
齢
基
礎
年
金
額
（年
額
）
】
79
万
２
１
０
０
円 

【
障
害
基
礎
年
金
（年
額
）
】 

 

《
一
級
》
99
万
１
０
０
円 

 

《
二
級
》
79
万
２
１
０
０
円 

【
遺
族
基
礎
年
金
（年
額
）
】
79
万
２
１
０
０
円 

 
 
 
 
 

 

◎
住
所
変
更
の
手
続
き 

  

平
成
21
年
４
月
よ
り
、
皆
様
の
保
険
料
納
付
実
績

や
年
金
の
見
込
み
額
な
ど
を
記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
の
送
付
を
開
始
い
た
し
ま
す 

(

以
後
、
毎

年
誕
生
月
に
送
付) 

。 

住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
方
で
、
届
出
が
お
済
み
で

な
い
場
合
は
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
な
ど
の
各
種
お

知
ら
せ
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
変
更
届
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
届
出
先
】 

《
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
》 

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
の
窓
口 

《
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
お
よ
び
そ
の
被

扶
養
配
偶
者
》 

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
の
勤
務
先
を

経
由
し
、
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所 

《
年
金
受
給
者
・
60
歳
以
上
で
年
金
を
受
け
取
ら

れ
て
い
な
い
方
（
裁
定
請
求
済
み
で
現
在
停
止

に
な
っ
て
い
る
方
も
含
む
）
》 

港
社
会
保
険
事
務
所 

 

◎
退
職
（失
業
）に
よ
る
特
例
免
除 

 

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

特
例
免
除
と
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
審
査
の
対
象
と

な
る
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

対
象
は
、
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い

て
退
職
（失
業
）の
事
実
が
あ
る
場
合
と
な
り
ま
す
。 

（
配
偶
者
な
ど
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は

保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
） 

【
手
続
方
法
】 

住
民
票
の
あ
る
区
市
町
村
役
場
に
「
国
民
年
金

保
険
料
免
除
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
必
要
な
も
の
】 

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も 

の 

②
認
印
（本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
） 

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関

の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離

職
票
等
） 

 

特
例
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
免
除
の
承
認
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、

保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
場
合
と
比
較
し
て
３
分
の
１

と
な
り
ま
す
。 

免
除
の
承
認
を
受
け
た
方
は
、
10
年
ま
で
の
間 

に
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
追

納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
経

過
期
間
に
よ
り
一
定
の
額
が
保
険
料
に
加
算
さ
れ
ま

す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 
 

港
社
会
保
険
事
務
所 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 
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地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集
（第
１
回
） 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体
・
グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

 
  

概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
振

興
公
社
が
補
助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。
な
お
、
視
察
に

関
す
る
も
の
は
、
補
助
事
業
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】 

 
  

平
成
22
年
３
月
末
日
ま
で 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
（指
定
様
式
）、
収
支
計
画
書
、 

会
の
規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
４
月
22
日
（水
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
審
査･

決
定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

平成２１年度 長寿（後期高齢者）医療保険料について 

 

◆平成 21年度の長寿医療保険料の均等割額および所得にかかる保険料率は、平成 20年度と同じ、均等割３７，８００円、保険料率 

６．５６％です。 

◆平成 21年度保険料の軽減対策は、東京都後期高齢者医療広域連合議会において、次のように決まりました。 

 
 

【均等割に係る軽減対策】 
 

 均等割７割軽減世帯（平成 20年度の 8.5割軽減世帯） 

のうち、被保険者全員が年金収入 80万円以下（その他 

各種所得がない）の世帯について９割軽減とし、それ以 

外の世帯については７割軽減となりました。 

 
 
【所得割に係る軽減対策】 
 

東京都後期高齢者医療広域連合では国の軽減策（年 

 金収入 211万円までの方に対する一律 50％軽減）に加え 

て独自の軽減策を実施していましたが、平成 21年度に 

ついても同様に所得割額を一定額減額することに決まり 

ました。 
 
 

【被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減対策】 
 

  今まで被用者保険（会社の社会保険など）で被扶養者であったため、健康保険の保険料などを負担してなかった方について、均等

割額を９割軽減する（平成 20年度の激変緩和措置による保険料軽減策を継続）。 
なお、所得割も、制度加入時から２年間賦課されません。 

 

 ◆平成 21年度の保険料は、７月下旬までに決定（確定）され、８月上旬ごろに決定通知書と納入通知書を送付する予定です。 
 

【普通徴収の方】は、決定を受けた保険料を、８月以降の納期毎に、４期に分けて納めていただくこととなります。 

【特別徴収の方】は、４月支給の年金から仮徴収が始まります。７月の保険料の確定によって、それまでに仮徴収されていた額 

を控除した残額を、10月以降に支給される年金から納めていただくことになります。 

【今まで普通徴収で保険料を納めていた方（口座振替による普通徴収の払込選択をされていない方）で、今年度の判定によって特別

徴収となる方】は、８月の普通徴収納期で１期分を納めたいただいたあと、10月支給の年金から特別徴収となります。 

 

◆ご注意ください 

  広域連合や社会保険庁、区市町村などの職員を名乗り、不審な電話や訪問があった旨の情報がありました。 

  振り込め詐欺などを始めとする犯罪には、十分ご注意ください。 

●問合せ先 村民課住民係 ２－３１１３  

年金収入額 
平成２０年度 

平成２１年度 
軽減対策前 新たな軽減対策 

80 万円まで ７割軽減 8.5 割軽減 ９割軽減 

168 万円まで ７割軽減 8.5 割軽減 ７割軽減 

192.5 万円まで ５割軽減 ５割軽減 ５割軽減 

238 万円まで ２割軽減 ２割軽減 ２割軽減 

※夫婦２人世帯で、妻の年金が８０万円以下の場合 

 

年金収入額 
平成２０年度 

平成２１年度 
軽減対策前 新たな軽減対策 

168 万円まで 100％軽減 100％軽減 100％軽減 

173 万円まで 75％割軽減 75％軽減 75％軽減 

193 万円まで 50％軽減 50％軽減 50％軽減 

208 万円まで 25％軽減 50％軽減 50％軽減 

211 万円まで 軽減なし 50％軽減 50％軽減 
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ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
報
告 

 

【
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
】 

  

ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
軽
減
を
目
的
に
、

村
で
実
施
し
て
い
る
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業

は
、
２
月
23
日
を
も
っ
て
平
成
20
年
度
の
事
業
を

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

平
成
20
年
度
も
東
京
都
猟
友
会
小
笠
原
支
部
他

関
係
機
関
等
の
ご
協
力
に
よ
り
、
合
計
駆
除
頭
数
２

２
０
頭
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

関
係
各
位
な
ら
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

平
成
21
年
度
も
、
７
月
か
ら
９
月
を
除
く
年
間
を

通
し
て
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

今
月
の
実
施
日
は
、
21
日
（火
）を
予
定
し
て
い
ま

す
。
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
安
全
に
は
十
分
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
前
日
お
よ
び
当
日
に
防
災
行
政

無
線
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
当
日
に
駆
除
地
域

へ
立
ち
入
る
場
合
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

【
わ
な
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
】 

  

農
業
被
害
軽
減
の
た
め
、
平
成
18
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
、
わ
な
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
つ
い
て
は
、

農
業
者
や
狩
猟
免
許
所
有
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
平

成
20
年
度
は
、
３
月
29
日
現
在
38
頭
の
ノ
ヤ
ギ
を

駆
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
も
引

き
続
き
、
本
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

 

わ
な
は
、
父
島
に
あ
る
農
地
の
周
辺
に
設
置
さ
れ

ま
す
。
設
置
す
る
農
地
に
は
、
注
意
喚
起
の
た
め
の

看
板
等
が
立
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
わ
な
１
個
ず
つ

に
、
設
置
者
の
氏
名
な
ど
を
明
記
し
た
標
識
が
付
け

ら
れ
ま
す
。 

 

《
注
意
事
項
》 

 

わ
な
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
特
に
夜
間
に
は
、
設
置
場

所
周
辺
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
飼
育
者
の
責

任
で
管
理
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

小笠原村教育ビジョン 
 

 平成１８年１２月に国の「教育基本法」が改正され、教育振興に関する基本的な計画策定が地方公共団体に義務付けられました。 

これを受けて、小笠原村教育委員会では昨年１２月に「小笠原村教育ビジョン」を作成しました。 

この「教育ビジョン（教育振興基本計画）」は、平成２１年度から平成２５年度までの５か年間、小笠原村の教育行政で取り組む

べき基本的な方向性を示したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 小笠原村教育委員会は、今後、学校とともに本計画に掲げた施策の実現に向けて、全力をあげて取り組んでまいりますので、保護

者や地域の皆様の一層のご支援とご協力をよろしくお願いします。  

 なお、現時点では、学校教育の分野だけを取り上げておりますが、今後、「生涯学習」「文化の振興」「スポーツの推進」などの社

会教育、社会体育の分野についても、順次、計画に盛り込んでまいりたいと考えております。 

 本ビジョンの詳細は、小笠原村のホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧いただき、ご意見・ご感想等をお寄せください。 
 

●問合せ先 小笠原村教育委員会 ２－３１１７  

 １．一人ひとりの子どもを大切にする学校づくりの推進 
（１）「確かな学力」の定着 
（２）「小中一貫教育」の充実 
（３）支援教育の充実 
（４）読書教育の充実 
 
２．地域の特色をいかした学校づくりの推進 
（１）国際理解教育の推進 
（２）地域の特色をいかした教育 
（３）地域の人材をいかした教育 
（４）社会科副読本の充実 
 
３．自立した学校づくりの支援 

（１）校長の学校経営ビジョンに基づく学校づくり 
（２）組織として機能する学校づくり 
（３）自ら学び、自ら鍛える教員の育成 

４．保護者・地域と共につくる学校 
（１）子どもの教育に責任と役割を共に果たす 

「学校と保護者」 
（２）子どもの教育に参画する保護者・地域 
（３）都立小笠原高等学校との連携強化 
 
５．教育環境の充実 
（１）熱意ある教員の配置 
（２）学校施設等の充実 
 
６．村教育委員会の改革 
（１）村教育委員への保護者の選任 
（２）村教育委員会の組織充実 
（３）教員研修の充実と教員の資質向上 
（４）村教育委員会活動の点検・評価 

６つの基本方針と２０の取り組みの方向 

 

◆互いの人格を尊重し、思いやりの心と規範意識を持つ子ども 
 

◆社会の一員として、社会に貢献しようとする子ども 
 

◆自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな子ども 
 

 村教育委員会は、目指す子ども像の実現を図るため、次の６つの基本方針のもと、２０の具体的な取り組みの方向性を  

持って、学校教育の充実に努めます。また、教育の環境や条件の整備を行う教育施策を展開し、教育の振興を図ります。 

「村教育ビジョン」が目指す子ども像 
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧 

お
よ
び
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

  

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（名
寄
帳
）の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
他
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価
格

な
ど
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日 

 
 
 
 
 

 

（
土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分 

 
 
 

（
正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
〜
４
月
30
日 

 
 
 
 
 

 

（
土
日
・
休
日
を
除
く
） 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分 

 
 
 

（
正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係
、 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
21
年
度
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
付
期
限

は
、
４
月
30
日
（木
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

定
め
ら
れ
た
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
い
た
だ
か
な

い
と
、
そ
の
対
応
の
た
め
に
多
く
の
時
間
や
経
費
を

費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
村
税
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
早
期
に
ご
納
付
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 

 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
主
に
は
、
生
涯
１
回
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

次
の
日
程
で
定
期
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程 

 

【
父
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
12
日
（日
）
午
前
９
時
〜
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
母
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
13
日
（月
）
午
前
10
時
〜
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
備
日
】
海
況
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合 

 
《
父
島
》
４
月
19
日
（日
） 

 

《
母
島
》
４
月
20
日
（月
） 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

予
防
注
射
の
み 
 
 
 

３
５
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
５
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
９
５
１ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

２
０
０
９
「こ
ど
も
の
読
書
週
間
」 

― 

笑
顔
の
ヒ
ミ
ツ
は
本
の
中 

―  
 

こ
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本
を
、
こ
ど
も
た
ち
に
も
っ

と
本
を
読
む
場
所
を
と
の
願
い
か
ら
、
４
月
23
日
の

「
世
界
本
の
日
」
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
か
ら
３
週

間
（
４
／
23
〜
５
／
12
）
２
０
０
９
年
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

幼
少
の
時
か
ら
書
物
に
親
し
み
、
読
書
の
喜
び
や

楽
し
み
を
知
り
、
物
ご
と
を
正
し
く
判
断
す
る
力
を

つ
け
て
お
く
こ
と
が
、
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん

な
に
大
切
な
こ
と
か
・・
・。
こ
ど
も
に
読
書
を
勧
め
る

だ
け
で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
こ
ど
も
の
読
書
の

大
切
さ
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
が
「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
で
す
。
（
社
）
読
書
推
進
運
動
協
議
会
よ
り 

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
（
10
代
の
青
少
年
向
き
）
の
本

は
２
階
図
書
室
に
あ
り
、
大
人
に
も
読
め
る
絵
本
も

あ
り
ま
す
。 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
中
学
年
く
ら
い
ま
で
の
児

童
向
け
に
は
、
１
階
に
約
６
千
冊
（
07
年
度
に
は
約

３
８
０
０
冊
の
貸
出
が
あ
り
ま
し
た
）の
本
が
あ
り
ま

す
。
08
年
５
月
か
ら
福
祉
団
体
室
２
と
、
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
一
部
に
書
架
を
設
置
し
、
子
ど

も
の
本
を
分
割
し
て
移
転
・
開
架
し
て
い
ま
す
。
使

い
に
く
い
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
徐
々

に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

図
書
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

い
ま
、
父
島
図
書
室
で
は
、
あ
な
た
の
お
す
す
め

本
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
父
島
図
書
室

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

２
０
０
５
年
度
よ
り
、
父
島
内
の
各
学
校
図
書
室

と
父
島
図
書
室
と
が
連
携
し
、
図
書
室
を
充
実
さ
せ
、

こ
ど
も
の
読
書
を
推
進
す
る
よ
う
に
相
互
協
力
し
て

い
ま
す
。 

        

●
問
合
せ
先 
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 

 

２
―
２
９
１
１ 

小
笠
原
小
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
０
１
２ 

小
笠
原
中
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
５
０
２ 

小
笠
原
高
校
図
書
館 

 
 

 
２
―
２
３
４
６ 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
課
長
級
】 

 

総
務
課
長 

箭
内 

浩
彌
《
出
納
課
長
》 

 

総
務
課
副
参
事 

江
尻 

康
弘
《
財
政
課
長
》 

財
政
課
長 

今
野 

満
《
母
島
支
所
長
》 

産
業
観
光
課
長 

渋
谷 

正
昭
《
総
務
課
長
》 

 

母
島
支
所
長 

長
堀 

茂
《
産
業
観
光
課
長
》 

 

出
納
課
長 

島
田 

絹
子
《
教
育
委
員
会
教
育
課
副
参
事
》 

【
課
長
補
佐
級
】 

 

総
務
課
課
長
補
佐 

総
務
係
長 

 
 

杉
本 

重
治
《
産
業
観
光
課
課
長
補
佐
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
担
当
）
産
業
観
光
係
長
兼
務
》 

 

村
民
課
課
長
補
佐 

福
祉
係
長 

 
 

村
井 

達
人
《
総
務
課
課
長
補
佐 

総
務
係
長
》 

財
政
課
課
長
補
佐 

財
政
係
長
〔
昇
格
〕 

 
 

牛
島 

康
博
《
財
政
課
財
政
係
長
》 

 

母
島
支
所
課
長
補
佐 

庶
務
係
長
〔
昇
格
〕 

 
 

折
田 

五
十
二
郎
《
母
島
支
所
庶
務
係
長
》 

 

母
島
支
所
課
長
補
佐
〔
昇
格
〕 

 
 

繁
藝 

則
仁
《
母
島
支
所
施
設
係
主
査
》 

【
係
長
級
】 

医
療
課
診
療
所
係
長 

 
 

櫻
田 

誠
《
総
務
課
主
査
（
小
笠
原
諸
島
返
還
40
周

年
記
念
事
業
担
当
）》 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
長 

大
田 

泰
史
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
》 

 

総
務
課
総
務
係
主
査 

 
 

松
谷 

諭
《
財
政
課
税
務
係
主
査
》 

 

財
政
課
税
務
係
主
査 

大
津 

源
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
》 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査 

 
 

持
田 

憲
一
《
総
務
課
総
務
係
主
査
》 

 

建
設
水
道
課
主
査 

 
 

亀
山 

孝
《
医
療
課
診
療
所
係
長
》 

 

教
育
委
員
会
教
育
課
教
育
係
主
査 

 
 

田
久
保 

洋
《
村
民
課
福
祉
係
長
》 

４
月
１
日
付 

 

《 

》
内
は
旧
所
属 
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【
主
任
級
】 

 
総
務
課
総
務
係
主
任
〔昇
格
〕（
島
し
ょ
振
興
公
社
派
遣
）

 

 
 

安
藤 

武
史
《
医
療
課
診
療
所
係
主
事
》 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
兼
務 

建
設
水
道
課
主
任 

 
 

清
水 
幸
司
《
建
設
水
道
課
主
任
》 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
任 

 
 

守
山 

典
子
《
教
育
委
員
会
教
育
課
教
育
係
主
任
》 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
任
〔
昇
格
〕 

 
 

宮
原 

ミ
チ
ル
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
事
》 

 

【
主
事
級
】 

 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
兼
務 

建
設
水
道
課 

 

鈴
木 

辰
佳
《
建
設
水
道
課
》 

医
療
課
診
療
所
係 

小
野
寺 

将
嘉
《
母
島
支
所
庶
務
係
》 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

福
島 

武
史
《
建
設
水
道
課
》 

 

【
採
用
】 

 

総
務
課
総
務
係 

 

倉
田
奈
央
子 

 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

 

藤
丸 

正
英 

 

村
民
課
福
祉
係
（
父
島
保
育
園
） 

高
橋 

由
貴
〔
保
育
士
〕 

 

医
療
課
診
療
所
係 

 

 
 

父
島
診
療
所 

後
平 

な
お
み
〔
助
産
師
〕 

野
村 

愛
〔
助
産
師
〕 

 
 
 

草
間 

麻
奈
〔
看
護
師
〕 

村
上 

顕
子
〔
看
護
師
〕 

母
島
診
療
所 

 
 
 

渡
邉 

陽
子
〔
看
護
師
〕 

建
設
水
道
課 

 

平
野 

真
大 

 

【
派
遣
職
員
（
着
任
）】 

 

医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
） 

三
好 

雄
二 

医
師
《
東
京
都
》 

 

【
派
遣
職
員
（
帰
任
）】 

 

東
京
都 

佐
藤 

敏
秀 

医
師 

《
医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所
）》 

 

【
退
職
】
３
月
31
日
付 

 
 

澤 

春
菜
《
総
務
課
総
務
係
》 

 

 
 

南
雲 

丈
典
《
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
》 

 

 
 

内
村 

和
美
《
村
民
課
福
祉
係
》 

 
 

庄 

恵
理
《
医
療
課
診
療
所
係
（
父
島
診
療
所
）》 

    

小
笠
原
村
に
お
け
る
屋
外
広
告
物
の 

表
示
ル
ー
ル
の
開
始
に
つ
い
て 

 

東
京
都
で
は
、
東
京
都
景
観
計
画
に
基
づ
き
、
小

笠
原
の
特
色
あ
る
自
然
や
生
活
文
化
を
踏
ま
え
た
屋

外
広
告
物
の
表
示
ル
ー
ル
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

表
示
ル
ー
ル
は
、
歩
行
者
の
目
線
を
意
識
し
、
広
告

物
の
表
示
位
置
や
規
模
を
定
め
た
も
の
で
す
。 

 
 

こ
れ
に
伴
い
、
父
島
お
よ
び
母
島
で
は
、
４
月
１

日
か
ら
５
㎡
以
上
の
広
告
物
は
、
表
示
す
る
前
に
許

可
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
許
可
基
準
の
詳
細
は
、

３
月
中
旬
に
配
布
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
小
笠
原
に

お
け
る
屋
外
広
告
物
の
表
示
ル
ー
ル
が
は
じ
ま
り
ま

す(

東
京
都
都
市
整
備
局)

」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

許
可
申
請
の
提
出
先
は
小
笠
原
支
庁
土
木
課
と
な

り
ま
す
。
広
告
物
の
表
示
を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

東
京
都
小
笠
原
住
宅 

あ
き
家
入
居
者
募
集 

【
募
集
対
象
】 

平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
５
月

31
日
ま
で
に
発
生
す
る
あ
き
家
住
宅
（
母
島
に
つ

い
て
は
、
６
月
１
日
時
点
で
あ
き
家
に
な
っ
て
い

る
住
宅
を
含
む
） 

【
申
込
資
格
】 

① 

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に
住
所
を

有
し
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に
小
笠
原
諸
島

以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方

で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

② 

①
の
配
偶
者
ま
た
は
直
系
血
族
の
方
で
小
笠

原
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

③ 

申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
、

小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方 

【
申
込
期
間
】 

 
 

４
月
10
日
（金
）
〜
24
日
（金
） 

 
 

※
郵
送
の
場
合
は
24
日
（金
）の
消
印
有
効 

【
募
集
案
内
配
布
】 

 
 

４
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、
「募
集
案
内
」

を
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。 

 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー 

 

○
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

東
京
都
科
学
技
術
週
間 

 
 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

施
設
公
開
＆
園
芸
教
室 

 
 

研
究
施
設
を
一
般
公
開
す
る
と
と
も
に
、
園
芸
教

室
等
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
４
月
19
日
（日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】 

試
験
研
究
施
設
公
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒ
ヨ
コ
と
遊
ぼ
う
！
（午
前
11
時
か
ら
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

農
業
機
械
展
示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

苗
木
即
売
会
（
野
菜
・
果
樹
苗
ほ
か
） 

 
 
 
 
 
 

 
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
午
後
２
時
ま
で
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
来
種
の
丸
太
切
り
体
験
（
午
後
１
時
か
ら
） 

園
芸
教
室
（
定
員 

各
10
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

①
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
挿
木
体
験   

   

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
20
分 

 
 

②
カ
ン
キ
ツ
の
接
ぎ
木
体
験 

 
 
 
 

午
前
11
時
30
分
〜
正
午 

 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時 

【
そ
の
他
】 

 

○
園
芸
教
室
は
、
本
館
前
の
受
付
で
整
理
券
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は
整
理
券
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。 

《
配
布
時
間
》
午
前
の
部 

午
前
10
時
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

   

午
後
の
部 

午
後
１
時
か
ら 

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
全
問
正
解
さ
れ
た
方
に
は
、

景
品
と
し
て
小
笠
原
の
農
産
物
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
（結
果
発
表 

午
後
２
時
45
分 

対
象
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

○
丸
太
切
り
体
験
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
景
品
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
２
１
０
４ 

 

都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

 
 
 

開
校
40
周
年
記
念
式
典
事
業 

  

小
笠
原
高
校
は
、
昭
和
44
年
４
月
24
日
に
開
校

し
、
今
年
で
開
校
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記

念
し
て
、
開
校
記
念
式
典
並
び
に
記
念
ア
ト
ラ
ク 

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。 

卒
業
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
校
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 【
日
時
】
４
月
24
日
（金
） 

 

《
式
典
》
午
後
４
時
30
分
〜 

 

《
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
》
午
後
６
時
30
分
〜 

【
場
所
】
小
笠
原
高
等
学
校 

体
育
館 

【
そ
の
他
】 

○
村
内
に
お
住
ま
い
の
卒
業
生
の
方
に
は
、
別
途

は
が
き
に
よ
り
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
が
、

万
一
ご
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で

す
が
高
校
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

○
当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
動

車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 
４
月
６
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で
の
10
日
間
、「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

小
笠
原
で
は
、「
や
さ
し
さ
が 

走
る
こ
の
島 

こ
の

道
路
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
交
通
事
故
防
止

対
策
を
推
進
し
ま
す
。 

車
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
バ
イ
ク
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

確
実
に
着
装
し
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
ブ
レ
ー

キ
は
早
め
に
か
け
る
よ
う
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。 

安
全
運
転
を
心
が
け
、「
事
故
の
な
い 
安
心
・
安

全
な
美
し
い
島 

小
笠
原
」
の
実
現
の
た
め
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
４
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
４
月
13
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

父
島
全
域
停
電 

   

東
京
電
力
父
島
発
電
所
で
は
、
発
電
所
設
備
の
法

定
点
検
の
た
め
、
父
島
全
域
の
停
電
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

 

皆
様
に
電
気
を
安
全
に
お
届
け
す
る
た
め
に
必
要

な
設
備
点
検
で
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
12
日
（
日
）
午
前
１
時
〜
５
時 

【
停
電
範
囲
】
父
島
全
域 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
電
力
小
笠
原
事
務
所 

２
―
２
４
３
０ 

 
 

東
京
電
力
父
島
発
電
所 

 

２
―
２
４
３
１ 

 

母
島
上
級
救
命
講
習
会
受
講
生
募
集 

 

中
学
生
以
上
の
村
民
の
方
を
対
象
に
、
母
島
上
級

救
命
講
習
会
（新
規
講
習
・
再
講
習
）を
開
催
し
ま
す
。

受
講
者
修
了
者
に
は
「上
級
救
命
技
能
認
定
証
」が
交

付
さ
れ
ま
す
。 

【
新
規
講
習
】 

 
《
対
象
者
》
初
め
て
受
講
す
る
方
ま
た
は
認
定
期

間
が
過
ぎ
て
い
る
方 

 

《
日
程
》
５
月
17
日
（日
）
、
18
日
（月
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（昼
休
憩
有
） 

《
費
用
》
２
６
０
０
円
（
教
材
代
） 

【
再
講
習
】 

《
対
象
者
》
平
成
18
年
に
講
習
会
を
受
講
し
た
方
。 

 

《
日
程
》
５
月
17
日
（日
） 

午
前
９
時
〜
正
午
ま
た
は
午
後
２
時
〜
５
時 

《
費
用
》
１
６
０
０
円
（
教
材
代
） 

【
共
通
事
項
】 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
内（
変
更
の
場
合
あ
り
） 

《
定
員
》
各
講
座 

先
着
20
名
程
度 

 

《
講
習
内
容
》
救
命
手
当
（
成
人
、
小
児
、
乳
児
）
、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
応
急
手
当
等 

【
募
集
期
間
】
４
月
１
日
（水
）
〜
17
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

母
島
事
務
局 

 

３
―
２
１
８
８
（
担
当 

安
藤
） 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
相
談
回
数
が
年
12
回
か
ら

６
回
に
減
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

開
催
月
は
、
６
、
８
、
10
、
12
、
３
月
の
予
定
で
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
15
日
（水
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
16
日
（木
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
４
月
24
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
の
電
話
が
混 

 ●
問
合
せ
先
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

当
日
相
談
電
話
番
号 ０

３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

                                       ４月の燃料油価格変動調整金 
 

 ４月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおり改定となります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 
単位：円 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２１，２１０ (-1,360) １０，６１０ (-680) 

特 ２ 等 ３１，８１０ (-2,040) １５，９１０ (-1,020) 

１ 等 ４２，４３０ (-2,710) ２１，２１０ (-1,360) 

特 １ 等 ４９，０５０ (-3,140) ２４，５３０ (-1,570) 

特 等 ５３，１００ (-3,390) ２６，５５０ (-1,700) 

２等（学割） １６，９７０ (-1,090) 
 

２等 
（身体障害者割引） 

１０，６１０ (-680)  ５，３１０ (-340) 
村民割引 
（往復）２等 ３１，８２０ (-2,040) １５，９２０ (-1,020) 

 
貨
物
運
賃 

１ 等 品 １４，５９６ (-608) 

２ 等 品 １３，５８８ (-566) 

３ 等 品 １２，４９９ (-521) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，４６２ (-61) 

０．０７５トン以下  １，０８９ (-45) 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１ 等 品 ８，２０９ （+145） 

２ 等 品 ７，６９６ （+136） 

３ 等 品 ７，１８３ （+127） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８２３ （+15） 

０．０７５トン以下 ６２０ （+11） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ３，８９０ (+1１0) １，９５０ (+60) 

１ 等 ７，７９０ (+230) ３，９００ (+120) 

村民割引 
（往復）２等 ５，０６０ (+140) ２，５４０ (+80) 
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妊
婦
健
康
診
査
費
の
公
費
負
担
の
変
更 

  

４
月
１
日
か
ら
、
妊
婦
健
康
診
査
の
一
部
公
費
負

担
（
母
子
手
帳
交
付
時
に
渡
し
て
い
る
妊
婦
健
康
診

査
受
診
票
）を
５
回
か
ら
14
回
に
変
更
し
ま
す
。 

 

３
月
31
日
以
前
に
母
子
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

る
妊
婦
の
方
で
、
４
月
１
日
現
在
、
出
産
し
て
い
な

い
場
合
は
、
４
月
１
日
以
降
に
受
診
す
る
妊
婦
健
康

診
査
に
つ
い
て
、
14
回
ま
で
一
部
公
費
負
担
を
し
ま

す
（
妊
娠
週
数
に
よ
っ
て
一
部
公
費
負
担
回
数
が
決

ま
り
ま
す
。
）
。 

対
象
者
に
は
、
４
月
初
旬
に
個
別
に
通
知
し
ま
す

の
で
、
妊
婦
健
康
診
査
受
診
後
、
村
民
課
福
祉
係
窓

口
に
お
い
て
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

心
身
障
害
者
（児
）巡
回
相
談 

  

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

と
お
り
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。 

相
談
で
き
る
内
容
は
、
目
（視
覚
障
害
）
、
耳
（聴
覚

障
害
）
、
肢
体
不
自
由
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

本
相
談
は
隔
年
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
制
で
す
。
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
９
日
（土
）
午
後
２
時
〜
５
時 

10
日
（日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
11
日
（月
）
午
前
10
時
〜
正
午 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
対
象
者
】 

 

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
た
い
方 

障
害
部
位 

目
、
耳
、
肢
体
不
自
由 

 
●●●おがさわら丸で行く北硫黄島海域皆既日食クルーズ●●● 

 

 ２００９年７月２２日（水）の皆既日食は、皆既食継続時間（太陽が完全に月に隠れている時間）が今世紀中に起こる皆既日食の中で

最も長くなると予想されています。国内で観測できる地域は、奄美大島北部、トカラ列島、硫黄島、北硫黄島などで、中でも北硫黄

島付近では、皆既食継続時間が６分３０秒も続き、観測に最も適した場所とされています。 

 この皆既日食をおがさわら丸に乗船して北硫黄島海域で観察するツアーを企画しました。 
 

【行  程】 ７月２１日（火）夜 乗船受付（受付時間は、後日ご案内いたします。） 

７月２２日未明 父島発 ～～ 11：00頃 北硫黄島海域着 皆既日食観測  

13：00頃 北硫黄島海域発 ～～ 18：00頃 父島着 
 

【参 加 費】 大人１７，０００円  小人１０，０００円 

       参加費には、おがさわら丸２等船賃、旅行傷害保険料および消費税を含みますが、行程中の食事代は含まれません。 

       ※特２等以上の船席への切り替えについては、５月１１日からの発売となります。 
 

【募集人数】 ３０名 
 

【申込資格】 申込当日現在、小笠原村に在住する村民の方で、１世帯あたり２名まで（友人や小人同士の申し込みはできません。） 
 

【申込方法】 窓口に備えてある申込用紙に記入のうえ、小笠原村在住を証明できる書類（運転免許証、居住証明証など）を添えて 

父島営業所にお申し込みください。 

母島にお住まいの方は、母島代理店（農協内 電話３－２３３１）にお申し込みください。 
 

【申込期間】４月３日（金）から４月１５日（水）まで ※申込多数の場合は、抽選のうえ当選者にご連絡いたします。 
 

【注意事項】このツアーは、皆既日食の観測を保証するものではありません。天候不良などの事情で日食が観測できなかった場合 

     も、参加費は返金できませんので、あらかじめご了承ください。 

 

 ●問合せ先 小笠原海運（株）父島営業所 ２－２１１１ 

 

 

●●●ははじま丸による皆既日食観測クルーズ●●● 
 

 母島観光協会では、伊豆諸島開（株）のご協力をいただき、ははじま丸を利用した皆既日食観測クルーズを計画しております。 

 日程、概要等は次のとおりです。詳しくは母島観光協会までお問い合わせください。 
 

【日  程】 ７月２２日 沖港発着 ８時３０分～１４時３０分（予定） 
 

【観測場所】 姉島先海域 
 

【皆既日食観測時間】 皆既日食帯で約２分間観測できます。 
 

【募集人数】３０名（母島島民対象） 
 

【参 加 費】 調整中 
 

【そ の 他】 

○このクルーズには別途、観光客向け４０名のツアーが実施されます。 

○皆既日食クルーズ実施に伴い、当日のははじま丸の運航は次のとおり変更となりますのでご注意ください。 

  母島発１５：００  父島着１７：１０（変更前 母島発１２：００  父島着１４：１０） 
 

 ●問合せ先 母島観光協会 ３－２３００ 
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②
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、

内
容
の
変
更
を
し
た
い
方 

③
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
、

車
い
す
、
歩
行
補
助
杖
、
補
聴
器
等
の
補
装
具
が

必
要
な
方
お
よ
び
修
理
が
必
要
な
方
。 

※
た
だ
し
、
一
般
的
な
Ｔ
字
型
杖
の
交
付
お
よ
び
介

護
保
険
法
対
象
者
（
65
歳
以
上
の
障
害
者
）
の
車

い
す
（標
準
型
）の
交
付
は
除
き
ま
す
。 

【
予
約
期
限
】
４
月
10
日
（金
） 

※
予
約
さ
れ
て
い
な
い
と
会
場
に
お
越
し
に
な
っ

て
も
相
談
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

診
療
所
医
師
の
変
更 

 

越
村 

勲 

医
師
の
退
職
に
伴
い
、
高
田 

寿 

医
師

が
着
任
し
ま
す
。 

高
田
医
師
は
４
月
８
日
に
赴
任
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

専
門
診
療 

 

◎
眼
科
（北
里
大
学
病
院
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
24
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

   

25
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

   

26
日
（日
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

   

27
日
（月
）
午
前 

《
場
所
》 

小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
28
日
（火
）
午
後 

 
 
 
 
 
 

   

29
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 

    

30
日
（木
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》 

母
島
診
療
所 

【
共
通
事
項
】 

○
秋
に
実
施
予
定
の
白
内
障
手
術
等
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
新
規
処
方
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

《
受
付
時
間
》 

午
前
８
時
（
母
島
８
時
30
分
）
〜
11
時 

 
 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

午
後
外
来
実
施
日
の
変
更 

 

４
月
29
日
（水
）は
祝
日
に
あ
た
る
た
め
、
診
療
所

は
休
診
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
前
日
の
28
日
（火
）

の
午
後
に
診
察
を
行
い
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

診
療
所
看
護
師
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
看
護
師 
若
干
名 

【
勤
務
場
所
】
父
島 

【
採
用
時
期
】
４
月
以
降
随
時 

【
採
用
条
件
】
１
年
以
上
勤
務
可
能
な
方 

【
採
用
形
態
】
個
人
委
託
契
約
（
更
新
あ
り
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、
９
，
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
９
日
（木
）
午
後
２
時
〜
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 
 

 

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

当
日
は
、
身
長
・
体
重
な
ど
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

母
子
手
帳
を
ご
持
参
の
上
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

【
対
象
者
】
０
歳
〜
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
４
月
２
日
（木
）
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

 

ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使
っ
て
室
内
で

で
き
る
体
操
を
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
６
日
（月
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
21
日
（火
） 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》 
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】 

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

                                       

平成２１年度 小笠原村定期予防接種年間予定表 
 4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 ３月 

個
別
接
種 

三 種 混 合 
麻しん風しん混合 

日本脳炎１期 

Ｂ Ｃ Ｇ 

２(木) ７(木) ４(木) ２(木) ６(木) ３(木) １(木) ５(木) ３(木) ７(木) ４(木) ４(木) 

集
団
接
種 

ポ リ オ      ３(木)      ４(木) 

  

 受 付 時 間 接種場所 

父 島 個別接種 午後３時３０分～4時 小 笠 原 村 

診 療 所 集団接種 午後３時～３時３０分 

母 島 個別接種 
午後４時～４時３０分 母島診療所 

集団接種 
 

麻しん風しん混合の対象者（保育園年長・中学１年生・高校３年生相当）

および ＤＴの対象者（小学校６年生相当）には、後日、詳しいスケジュール

と問診票を個別に通知いたします。 

●問合せ先 村民課福祉係 ２－３９３９ 



  NO．550  平成 21（2009）年 4 月 1 日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-12- 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小笠原に住んでいる私たちは、内地に住んでいる方よりも多くの紫外線を浴びます。せっか

く、健康・美容・体力向上のためにウォーキングを始めても、熱中症になったり、日焼けを

して将来シミ・そばかすができてしまっては元も子もありません。ウォーキングの際には, 

①飲み物は必ず持参する（喉が渇いていなくても必ず飲みましょう。）、②１０時～１４時の

紫外線の強い時間帯のウォーキングは避ける、③帽子を必ずかぶる、④サングラスをかける 

⑤衣服で覆ったり、日焼け止めクリームをこまめに塗る、ことに注意してください。 

― 村民課福祉係 ― 

―  第１１０号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

2－3939 

クジラ：3 月の悲しい別れの季節が終わり、4 月の新たな出会いにワクワクする季節になり

ました。なんだかムズムズして体を思いっきり動かしたい気分です。 
 

保健師：そうですね、気候がよくなると、外に出て体を動かしたくなりますよね。 
 

クジラ：何か体を動かす機会はないですか？ 
 

保健師：村では、４月から「体操教室２００９！」を開催しています。いつからでも参加可

能なので、一度見学にいらしてください。また、定期的にウォーキング教室やヘルス

アップ教室も開催していますので、村民だよりや掲示板は欠かさずチェックしてくだ

さいね。 
 

クジラ：はーい。必ずチェックします！ 

 

 

春だ！ 

 

ウォーキングの効果とは・・・ 
 

① メタボリックシンドローム・生活習慣病の予防・改善に効果！ 

中年以降の２人に１人が関係するといわれる「メタボリックシンドローム」は脳卒中や心筋梗塞など「生活習慣病」の元

凶！予防・改善には「余分な体脂肪の燃焼」が効果的で、脂肪が燃焼し始めるには、およそ２０分以上の運動が必要です。

また、継続して行うと、HDL コレステロール（いわゆる善玉コレステロール）が増え、動脈硬化を予防したり、インスリ

ンの働きが良くなり、血糖値を正しく保ったりします。無理なく続けられる「体への負担が少ない有酸素運動」のウォー

キングはメタボ予防、生活習慣病予防に最適な対策といえます。 
 

② アンチエイジングのエクササイズ効果！ 

高齢化が進む今の時代、ウォーキングは心身ともに若さを保つのにぴったりです。「適度な刺激」と「日光を浴びる」こと

で丈夫な骨が作られ、また、腰回りの筋肉へのマッサージ効果などで腰痛の予防・改善にも有効！さらに、有酸素運動に

よる脳細胞への刺激から、認知症防止にも効果が期待できます。 
 

③ ストレスに負けないメンタル面の強化！ 

ウォーキングには、自律神経の働きを整える効果があります。仲間とのコミュニケーション、さらに、一人の時間もつく

れることで、リラックス効果が期待できます。 
 

④ ぽっこりお腹にさようなら、便秘解消！ 

「お腹に力を入れる」「腹部をひねる」といった動きが腸の運動を高め、自然なお通じにつながります。 
 

⑤ 体力が高まる！ 

ウォーキングを継続して行うと、心肺機能が高まったり、足腰が鍛えられたり、骨が丈夫になったりします。 

どうやって運動を始めようか・・・ 

まずは取り組みやすいウォーキングから始めませんか？ 

暖かい季節になってきました。冬の間に縮こまったり固まったりし

た関節や筋肉をほぐしませんか？ いつでもよいので、気づいたと

きに体を動かしましょう！ 

 

小笠原村に住んでいる人はここに気をつけて！ 

 



  NO．550   平成 21（2009）年 4 月 1 日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-13- 

平
成
21
年
度
介
護
予
防
体
操
教
室
事
業 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
０
９ 

 

「い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
０
９
」を
開
催
し
ま
す
。 

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

 
 

た
だ
し
、
次
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。 

①
主
治
医
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

②
歩
行
に
介
助
が
必
要
な
方 

③
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

【
父
島
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
の

間
の
火
曜
日
と
木
曜
日 

《
時
間
》
午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

《
内
容
》 

 
 

○
火
曜
日
コ
ー
ス 

ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し

た
運
動
を
行
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
気

軽
に
取
り
組
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

 
 

○
木
曜
日
コ
ー
ス 

筋
力
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し

た
運
動
を
行
い
ま
す
。
体
力
の
維
持
・
向
上

を
目
指
す
方
に
お
勧
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

【
母
島
】 

 

《
期
間
》
４
月
７
日
（火
）〜
９
月
29
日
（火
）の 

間
の
火
曜
日
と
木
曜
日 

 

《
時
間
》
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

 

《
内
容
》
両
曜
日
と
も
に
体
力
の
維
持
・向
上
の
た

め
の
メ
ニ
ュ
ー
や
、
バ
ラ
ン
ス
力
ア
ッ
プ
の
ス
ト

レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
行
い
ま
す
。 

【
申
込
書
配
布
場
所
】 

 

《
父
島
》
村
役
場
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
、
明
老
会
窓
口 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

《
父
島
》
明
老
会 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

明
老
会 

 
 
 
 
 

３
―
７
３
７
３  

    

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

新
し
く
小
笠
原
村
の
村
民
と
な
ら
れ
た
方
へ 

 

【
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
】 

 

現
在
、
小
笠
原
村
は
、
世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
く

世
界
自
然
遺
産
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
19
年
１
月
30
日
に
、
国
連
教
育
科
学
文
化

機
関
（ユ
ネ
ス
コ
）に
暫
定
リ
ス
ト
を
提
出
す
る
と
共

に
、
登
録
に
向
け
て
の
課
題
で
あ
る
様
々
な
外
来
種

対
策
に
着
手
し
、
平
成
22
年
１
月
の
推
薦
書
提
出
に

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
平
成
22
年
に
推
薦
書
を
提
出
で
き
た
と
す
る
と
、

世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関
の
審
査
を
経
て
平
成

23
年
７
月
の
世
界
遺
産
国
際
会
議
で
登
録
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。 

 

【
特
殊
で
繊
細
な
小
笠
原
の
自
然
】 

  

小
笠
原
諸
島
は
、
本
土
か
ら
南
に
約
１
０
０
０
㎞

離
れ
、
島
の
誕
生
以
来
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ

と
が
無
い
海
洋
島
で
、
１
８
３
０
年
ま
で
定
住
者
は

お
ら
ず
、
「
無
人
島
（む
に
ん
し
ま 
欧
米
で
は
ボ
ニ
ン

ア
イ
ラ
ン
ド
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

小
笠
原
は
、
近
年
ま
で
無
人
島
で
あ
っ
た
た
め
に

海
洋
島
の
生
態
系
が
良
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
の
生
物
は
、
種
の
起
源
が
多
様

で
あ
り
、
独
自
の
進
化
の
過
程
で
多
く
の
固
有
種
を

生
み
出
し
た
ば
か
り
か
、
そ
の
多
く
が
絶
滅
を
免
れ

現
存
し
、
今
な
お
進
行
中
の
進
化
の
過
程
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
規
模
が
小
さ

い
う
え
に
競
争
が
少
な
い
た
め
非
常
に
壊
れ
や
す
く
、

環
境
の
変
化
や
外
敵
の
侵
入
に
対
し
、
と
て
も
脆
弱

で
す
。
す
で
に
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
動
植
物
の
ほ
か
、

残
り
数
個
体
と
い
う
、
い
つ
絶
滅
し
て
も
不
思
議
で

な
い
ほ
ど
生
息
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
動
植
物

も
み
ら
れ
ま
す
。 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

  

現
在
、
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
人
間
の
活
動
に
よ

っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
「
外
来
種
」
の
影
響
に
よ
り
急

速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

外
来
種
の
新
た
な
拡
散
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
す
で

に
侵
入
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
科
学
的
な
評
価
や 

デ
ー
タ
に
基
づ
き
適
切
に
駆
除
し
て
い
く
こ
と
は
遺

産
登
録
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
対
策
は
国
や
東
京
都
、
村
な
ど
の
行
政

機
関
が
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
私
た
ち
村
民
一
人
ひ

と
り
が
協
力
・
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。 

 

【
外
来
種
の
拡
散
防
止
に
つ
い
て
】 

 

○
新
た
な
外
来
種
問
題
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
も
、

島
外
か
ら
動
植
物
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
父
島
、
母
島
以
外
の
属
島
に
上
陸
す
る
場
合
は
、

荷
物
の
中
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
な
ど
が
紛
れ
込

ん
で
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
衣
服

に
外
来
植
物
の
種
が
つ
い
て
い
な
い
か
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。 

○
陸
産
貝
類
の
一
番
の
天
敵
で
あ
る
プ
ラ
ナ
リ
ア
の

拡
散
を
防
ぐ
た
め
、
他
の
島
に
行
く
場
合
は
も
ち

ろ
ん
、
島
内
の
移
動
時
も
靴
底
の
泥
落
と
し
や
海

水
洗
浄
を
行
い
、
他
の
地
域
へ
の
拡
散
を
防
ぐ
よ

う
常
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

○
父
島
・
母
島
の
約
60
％
は
森
林
生
態
系
保
護
地
域

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
で
山

域
を
利
用
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
講
習
会

を
受
講
し
利
用
ル
ー
ル
の
も
と
指
定
さ
れ
た
ル
ー

ト
で
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

新
た
に
小
笠
原
村
に
転
入
さ
れ
た
方
に 

  

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
は
、
独
自
の
生
態
系
か
ら

な
る
貴
重
な
国
民
の
財
産
で
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い

自
然
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
そ
の
大
半
が
森
林

生
態
系
保
護
地
域
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
９
月
30
日
か
ら
は
、
利
用
で
き
る
ル
ー
ト

を
限
定
し
、
講
習
を
受
講
し
た
上
で
入
林
の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
自
然
と
の
共
生
を
目
指
す

「利
用
の
ル
ー
ル
」を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付
に
つ
い
て 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
18
日
（土
）
、
20
日
（月
） 

午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

 
 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（
免
許
証
、
居
住
証
明
書
な
ど
）、
③
昨
年
各

家
庭
に
配
布
し
た
11
枚
綴
り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」 

  

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
電
話
で
予
約
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
て
い
る
方
で
、

小
笠
原
村
か
ら
転
出
さ
れ
る
方
は
「
利
用
講
習
修
了

証
」
「
入
林
許
可
証
」
「
入
林
年
間
パ
ス
」
を
忘
れ
ず

に
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
12
回
「
同
窓
会
す
ら
で
き
ま
せ
ん
」 

  

ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
、
兄
弟
ゲ
ン
カ
が
な
か
な
か
で
き

ま
せ
ん
。
一
度
の
繁
殖
で
卵
を
１
つ
し
か
産
ま
な
い

か
ら
で
す
。
内
地
で
み
か
け
る
キ
ジ
バ
ト
や
ア
オ
バ

ト
は
、
一
度
に
２
つ
卵
を
産
み
ま
す
。
公
園
で
よ
く

見
る
ド
バ
ト
で
は
、
時
に
は
４
つ
も
卵
を
産
み
ま
す
。 

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 
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島
に
住
む
鳥
は
、
産
卵
数
が
少
な
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
本
州
の
よ
う
に
在
来
の
捕
食
者
が
た
く
さ
ん

い
て
、
子
ど
も
が
生
き
残
り
に
く
い
環
境
で
は
、
誰

か
が
生
き
残
る
こ
と
を
信
じ
て
、
数
多
く
の
卵
を
産

む
方
が
得
策
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
天
敵
の
少
な

い
島
で
は
、
子
ど
も
が
生
き
残
り
や
す
く
、
保
険
を

か
け
る
必
要
が
な
い
の
で
す
。 

 

島
で
は
死
亡
率
が
低
い
た
め
、
鳥
の
生
息
密
度
が

高
く
な
り
、
同
一
種
内
で
の
競
争
が
激
し
く
な
り
ま

す
。
沢
山
の
子
ど
も
が
育
っ
て
も
、
み
ん
な
が
縄
張

り
を
持
つ
ほ
ど
の
面
積
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
少
数
の
子
を
よ
く
世
話
し
て
、
体
が
強
く

競
争
に
負
け
な
い
よ
う
に
育
て
る
方
が
得
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
島
の
鳥
は
体
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。 

卵
数
の
少
な
い
ア
カ

ポ
ッ
ポ
は
、
天
敵
が
多

く
死
亡
率
が
高
い
場
所

に
は
向
い
て
い
ま
せ
ん
。

現
状
で
は
ア
カ
ポ
ッ
ポ

の
数
は
少
な
く
、
巣
立

つ
子
は
せ
い
ぜ
い
１
年

に
数
羽
で
し
ょ
う
。
同

窓
会
す
ら
難
し
い
状
況

で
す
。 

環
境
を
保
全
し
て
、
卵
数
が
少
な
く
て
も
大
丈
夫

な
く
ら
い
個
体
数
を
増
や
し
、
楽
し
い
同
窓
会
を
開

い
て
あ
げ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

森
林
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
観
察 

in 

聟
島 

 

今
年
２
月
、
聟
島
に
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
新
繁
殖
地
を

作
る
た
め
の
取
り
組
み
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ホ
ウ
ド
リ
飼
育
地
ま
で
の

移
動
の
途
中
や
飼
育
地
で
の
給
餌
作
業
の
合
間
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
見
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
特
に
ア
ホ
ウ
ド
リ
飼
育
地
と
な
っ
て
い

る
聟
島
北
西
端
で
は
、
給
餌
作
業
の
た
め
長
時
間
を

過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ブ
ロ
ー
だ
け
で
な
く
ブ 

リ
ー
チ
ン
グ
も
度
々
目
撃
。
岸
か
ら
数
百
ｍ
程
の
場

所
に
現
れ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ブ
ロ
ー
の
音
が
は
っ

き
り
と
聞
こ
え
た
こ
と
も
。 

ま
た
昨
年
４
月
、
小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
主
催｢

は
は
じ
ま
丸
で
行
く

聟
島
あ
ほ
う
ど
り
ク
ル
ー
ズ｣

を
実
施
し
た
際
に
も
、

聟
島
ま
わ
り
で
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
姿
を
何
度
か
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

聟
島
ま
わ
り
に
い
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
父
島
や

母
島
の
周
辺
に
も
移
動
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
改
め
て
、
聟
島
ま
わ
り
で
も
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
を
良
く
見
か
け
る
な
、
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
な
か
な
か
訪
れ
る
機
会
の
な
い
聟
島
で
す
が
、

ア
ホ
ウ
ド
リ
と
い
い
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と
い
い
、
そ
の

魅
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
恐
る
べ
し
聟

島
列
島
。 

 

聟
島
で
の
ク
ジ
ラ
観
察
の
様
子 

         

 

    

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
95 

 

―
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
国
際
共
同
研
究 

報
告
３
― 

 
 

２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
北

太
平
洋
最
大
の
国
際
共
同
研
究
「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ

（
※
）」
。
２
０
０
４
〜
２
０
０
８
年
、
10
か
国
50
チ
ー

ム
４
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
尾
ビ
レ
写
真
１
万
８
４

６
９
枚
（
７
９
４
１
個
体
分
）を
使
用
し
て
調
査
の
解
析

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

前
号
で
は
、
小
笠
原
を
含
む
ア
ジ
ア
、
ハ
ワ
イ
、

メ
キ
シ
コ
の
繁
殖
場
間
の
交
流
や
関
係
を
ご
報
告
し

ま
し
た
が
、
今
号
で
は
、
ア
ラ
ス
カ
や
ベ
ー
リ
ン
グ

海
等
、
餌
場
間
の
移
動
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。 

※
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
（SP

L
A

SH
: S

tructure
 of P

o
pulation

, 

L
evels of A

b
un

d
ance

 an
d Status of H

um
pb

acks

） 

「ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
社
会
構
成
、
生
息
数
と
そ
の
現
状
」 

 

【
高
い
確
率
で
同
じ
海
域
に
戻
る
】 

２
０
０
４
年
の
調
査
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
７
８
９
頭
（ケ

ー
ス
）の
ク
ジ
ラ
が
複
数
日
に
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
異

な
る
海
域
で
見
ら
れ
た
の
は
42
頭
（
全
体
の
５
％
）

で
し
た
。
こ
の
42
頭
の
う
ち
３
頭
以
外
は
、
す
べ
て

隣
接
す
る
海
域
間
の
移
動
で
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、

２
０
０
５
年
の
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
も
同
じ
で
し
た

（下
表
参
照
）
。 

 

【
遠
い
海
域
へ
移
動
し
た
３
例
】 

比
較
的
遠
い
海
域
へ
の
移
動
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、

次
の
３
例
の
み
で
す
。 

①
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ･

コ
ロ
ン
ビ
ア
北
部
（
２
０
０
４
）

↓
ア
ラ
ス
カ
湾
北
部
（２
０
０
５
） 

②
東
南
ア
ラ
ス
カ
（
２
０
０
５
）↓
ア
ラ
ス
カ
湾
西
部

（
２
０
０
５
） 

③
ア
ラ
ス
カ
湾
西
部
（２
０
０
４
）
↓
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
（
２
０
０
５
年
11
月
18
日
目
撃
の
た
め
、
繁
殖

場
へ
の
回
遊
途
中
と
考
え
ら
れ
る
。) 

 

【
気
に
な
る
ロ
シ
ア
の
ク
ジ
ラ
た
ち
】 

ロ
シ
ア
の
個
体
識
別
数
は
、
海
域
間
の
移
動
を
計

る
に
は
少
な
過
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
再
識
別

さ
れ
た
10
頭
は
、
い
ず
れ
も
他
の
海
域
で
識
別
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ク
ジ
ラ
の
海
域
に
対
す
る
固

執
性
や
、
他
海
域
の
グ
ル
ー
プ
と
の
隔
離
を
示
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

次
号
で
は
、
こ
の
気
に
な
る
ロ
シ
ア
の
ク
ジ
ラ
た

ち
と
、
小
笠
原
を
含
む
ア
ジ
ア
の
ク
ジ
ラ
の
関
係
に

つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

                   
              

卵の大きさ 

くらべ 

2005 年シーズンの餌場内でのザトウクジラの移動数 
 2005 年 

観測海域 ID写真数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

①ロシア 40 10 0 0 0 0 0 0 0 

②アリューシャン/ベーリング海 291 0 41 0 0 0 0 0 0 

③アラスカ湾西部 223 0 0 33 1 0 0 0 1 

④アラスカ湾北部 730    119 1 0 0 0 

⑤東南アラスカ 808 0 0 1 4 175 16 0 0 

⑥北ブリティッシュ・コロンビア BC 421 0 0 0 1 13 74 44 0 

⑦南 BC-ワシントン州北部 76       21 1 

⑧カリフォルニア州/オレゴン州 253 0 0 0 0 0 0 1 47 
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この度、商工会では、地域での消費を促進することで地域経済の活性化を図るため、定額給付金事業の実施

にあわせて、お得なプレミアム（割増し）商品券『小笠原商品券』を発売します。 

また、取扱店では、商品券利用のお客様に「一店一品」の特別なサービスをご用意して、ご利用をお待ちして

おります。 

 この機会に、地域のお店の良さを再認識していただきたいと思っております。 

 

【販売金額】 １セット １０，０００円 

（額面１，０００円の商品券１１枚組 １０％のプレミアム付き） 
 

【商品券有効期間】平成２１年７月１０日 （金）まで 
 

【取 扱 店】村内の事業所で取扱店登録をしたお店（後日、取扱店一覧をお知らせします。） 
 

【使用制限】 

 ◎つり銭は出ません。 

 ◎切手やギフト券等換金性の高い金券および公共料金には使用できません。 

 ◎他者への譲渡または転売はしないでください。 
 

【販売対象者】 小笠原村に住所を有する方 
 

【販売方法】 １世帯当たり２セット（２０，０００円分）を上限として購入することができます。小笠原村に居住

していることを証明できる公的書類（免許証、保険証等）をお持ちください。 
 

【先行販売場所および日時】  

 《母島》村役場母島支所大広間 

     ４月１７日（金）午前１０時～午後５時 

       １８日（土）午前８時～午前９時３０分 

《父島》地域福祉センター多目的ホール 

４月１８日（土）午後２時～午後４時３０分 

１９日（日）午前９時～午後４時３０分 
 

  ※先行販売終了後、残部があれば商工会にて取り扱います。母島につきましては、別途ご案内します。 
 

【発行総額】 ３，３００万円 （１，０００円券×３３，０００枚） 

       ※売れ切れしだい、販売終了となります。 
 

【発 行 者】 小笠原村商工会 
 

●問合せ先 小笠原村商工会 ２－２６６６  

◎
カ
メ
を
見
た
ら
お
電
話
を
！ 

「
カ
メ
見
た
よ
！
」
と
い
う
声
が
、
そ
ろ
そ
ろ
聞

こ
え
始
め
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
５
年
ほ
ど
で
、
カ
メ

の
産
卵
巣
数
は
急
増
し
て
お
り
、
人
と
カ
メ
の
接
触

件
数
や
、
親
ガ
メ
や
稚
ガ
メ
の
迷
走
、
事
故
死
等
も

同
時
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
件
数

を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
早
急
な
対
処
が
必
要
で
す
。
ご
連
絡
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

                   

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b

onin
-oce

an.net  

 

 

         

         

携帯サイズの「カメ１００当番」のステッカー 

海洋センター、ビジターセンターで無料配布中！ 

プレミアム地域商品券を発売します 
小笠原を元気に！ 



固定資産価格等縦覧帳の縦覧（～30） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

入港日 小笠原商品券先行販売（母島 ～18）

母島乳幼児計測会 母島上級救命講習会申込締切

定期予防接種

出港日

小笠原商品券先行販売（父島 ～19）

母島森林生態系保護地域入林受付

高校図書館解放 高校図書館解放

亜熱帯農業センター施設公開

出港日

母島森林生態系保護地域入林受付

春の全国交通安全運動（～15）

ヘルスアップ教室（父島） ヘルスアップ教室（母島）

父島ノヤギ駆除

入港日

入港日 地域振興に係る補助事業応募締切

乳幼児健診・歯科健診（父島）

眼科専門診療（父島 ～27）

小笠原高校開校40周年式典

心身障害者（児）巡回相談予約締切 東京都小笠原住宅あき家入居応募締切

電話無料法律相談

出港日 出港日

父島全域停電（12日 午前1時～5時 ） 高校図書館解放

高校図書館解放

金

6 月

8

9

20 月

18 土

24 金

日

23

水22

4 土

11 土

17

水

木

行　事　予　定日付 曜日

16 木

19

金

日付 曜日 行　事　予　定

1 水

5 日

2 木

3

火

25 土

21

7 火

10 金

木

狂犬病予防注射（父島）

狂犬病予防注射（母島） 眼科専門診療（母島 ～30）

母島巡回労働相談 診療所 午後外来実施

入港日

東京三弁護士会による法律相談（母島） 固定資産税第1期納付期限

おがさわら丸皆既日食クルーズ応募締切
15 水

14 火

12

13 月

29 水

28 火

26

30 木

27 月

日

日

入・出港日 昭和の日


